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7 共催・協力・後援

8 参加者人数 47
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11 参加者分析

満足 やや満足 やや不満 不満

96% 4% 0% 0%
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14 成  果

15 今後の課題

16 担当者メモ
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事業名称1

4 期日・期間

継続

通学合宿（高遠小学校・高遠北小学校）中学校生活に向けて

アンケート満足度

　国立信州高遠青少年自然の家

　伊那市高遠町

　中一ギャップ解消のため、小学校卒業前に、同じ中学校へ入学する児童たちが共同生活を

行って連帯感を育み、安心してスムーズに中学校生活へ移行できるようにする。

―　３５　―

・高遠中学校に入学する、高遠小学校６年生児童全員および高遠北小学校６年生ほぼ全員が参

加。（インフルエンザのため１名途中帰宅）

・本事業を始めたときは、対象となる在籍児童の約半数の参加であったが、そのときの成果が

教員、児童、保護者の間でよい評判となり、一昨年度から在籍児童全員が参加希望するように

なった。

人

・中学校との交流では、中学の吹奏楽部の生徒8名が来て、交流と演奏披露をしてくれた。

・インフルエンザ対策として以下の手立てを講じた。①職員、ボランティアはマスクを着用。

②職員、ボランティアスタッフによる毎朝の健康チェックと必要に応じて参加者の検温をす

る。

・実施期間がインフルエンザの流行する時期でもあるので、今後さらに児童の体調の把握など

きめ細かくしていく必要がある。

・現在、当所の地元高遠町のみでの実施であるが、今後、伊那市内など近隣市町村への普及拡

大が課題である。

・毎日見ているテレビやDSがなくてもこんなに楽しく過ごせるとわかった。友達の大切さ、独

立の大変さ、班でまとまることの大変さと楽しさがわかり、毎日が楽しかった。また通学合宿

ができたらいいな、と思った。

・ボランティアと話したりするのがおもしろくてしらない内に仲良くなっていて、色々教えて

もらえたときがうれしかった

・いつも洗濯物はお母さんが干したり、たたんだりしていたけど、自分で干す、たたむことが

出来たのでお手伝いをしっかりやりたいです。

・現在の中学校は全員が通学合宿に参加した。中学校の先生によると、入学後の人間関係作り

がスムーズになり、学年全体の雰囲気がいとの報告を受けた。また、小学校に登校できないで

いる児童も今回の通学合宿には参加できており、全日程を通して他の児童とかかわりながら生

活できた。今後の小学校、中学校への登校意欲も見せているということである。

　このような現状から、通学合宿の効果が現れていると感じているので、今後も通学合宿を継

続して欲しいとの要望があった。

　高遠小学校 39人、高遠北小学校 8人



日程・時間 2月12日 火 2月13日 水 2月14日 木 2月15日 金
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21:30

自炊料理

（お好み焼き）

（学校生活）

下校（バス２台）

（高遠小→自然の家）

（高遠北小→自然の家）

洗濯物回収

洗濯開始

夕食夕食

入浴・洗濯開始

（学校生活）

（通常下校）

宿題・学習

自由時間

下校（バス２台）

（高遠小→自然の家）

（高遠北小→自然の家）

入浴または自由時間

（学校生活）

就寝

入浴

アンケート記入

宿題・学習

入浴

就寝 就寝

入浴

宿題・学習

自由時間

 はじめの会・アイスブレイク

プログラム展開

起床・清掃 起床・清掃

カーリングボウリング体験

（通常登校）

（学校生活）

起床・清掃

朝食

登校（バス２台）

（自然の家→高遠小）

（自然の家→高遠北小）

登校（バス２台）

（自然の家→高遠小）

（自然の家→高遠北小）

登校（バス２台）

（自然の家→高遠小）

（自然の家→高遠北小）

朝食 朝食
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下校（バス２台）

（高遠小→自然の家）

（高遠北小→自然の家）

宿

泊

棟

で

楽

し

く

交

流

学習の様子

自炊料理（お好み焼き作り）

はじめの会・アイスブレイクの様子


